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適応できていないという意味で，「学業不振」をあげて

おり，新入生を対象とする教育プログラムの推進を唱え

ている 2)．

　また，谷島 3)は，学力面での適応困難とともに，人間関

係や社会生活における適応困難の問題の増加を指摘し，

前者だけでなく後者への対応も必要であるとしている．

　また前述した近年の大学進学率の増加に伴い，大学生

は多様な価値観をもち大学生活に対して多様な意味づ

けを行っている 4)（いわゆるグローバル化）と考えられ

る．つまりは，学業に大きな価値観を置かない学生も数

多く存在すると考えられる．

　そのような背景の中，リハビリテーション医療系大学

に入学してくる学生も，少なからずグローバル化の影

響を受けていると考えられる．しかし，一方で，リハビ

リテーション医療系大学生（以下リハ大学生）は資格取

得という目的性が，比較的はっきりしており，目的に向

けて，学業としてクリアしていくことを明確に求められ

る．また，高校と大学における学業内容のギャップとい
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　現在，高等学校卒業者のおよそ 50%が大学へ進学している一方，休学・中退者の数は増え続けており，社会

問題化している．文科省は休学・退学の要因として，高校と大学教育のギャップが生む『学業不振』を挙げてい

る．必ずしも学業に重きをおかない，多様な価値観を持った学生のグローバル化が背景にある中，リハビリテー

ション医療系大学生は，一方で明確に学業をクリアすることを求められるという特徴がある．本研究の目的は，

リハビリテーション医療系大学生を対象にした，学業および大学生活適応尺度を作成することである．作業療

法学教員 2名によって精選された 35 項目に対して，学生 122 名に反応を求めた．探索的因子分析の結果，感情・

心理因子（6項目），積極性因子（6項目），適合感因子（4項目），他者性因子（3項目），自己対処因子（3項目）の 5因

子構造が得られた．信頼性に関しては，Cronbachα係数は高値を示し，因子間相関ではすべての因子間に有意

な正の相関が見られ，一定の内的整合性，信頼性は保たれていた．

　大学在学者数は，平成 23 年度で過去最高となりその

後連続して減少しているものの，約 287 万人に上る．ま

た，高等学校卒業者の進学先として，専門学校進学率が 4

年連続して上昇し 17.0%に上り，大学進学率は減少傾向

にあるとはいえ，49.9%であり全体のおよそ半数である

（平成 25 年度）1).

　一方で，大学生の休学・中途退学の状況は，社会問題

としてクローズアップされている．平成 26 年 9 月発表

の調査では，中途退学者の総数は，全学生数 299 万 1,573

人のうち 2.65％にあたる 7 万 9,311 人で，平成 19 年度

と比べ 0.24 ポイント増加した．休学者の総数は，全体の

2.3％にあたる 6万 7,654 人で，平成 19 年度と比べ 0.5 ポ

イント増加している．

　中退・休学の最も大きな要因として，文部科学省は「経

済的理由」を挙げ，所得連動返還型奨学金の導入に向け

た対応を加速すると表明している．また，他の大きな要

因として，高校と大学における教育のギャップに学生が
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う意味でも，一般大学と比較すると大きいといえる 5)．

従って，医療系大学生の学業についての認識は，大学へ

の適応という意味で，非常に重要な事柄になると考えら

れる．

　つまりは，リハ大学生が学業およびそれに関連した大

学生活を如何に認知しているかを測定する尺度の開発

が必要であるといえる．

　現在のところ，リハ大学生の学業およびそれに関連し

た尺度に関する研究は少ない．

　従って本研究の目的は，リハ大学生を対象とした，学

業および大学生活適応尺度を作成，項目を選定すること

である．

1)本研究の手続きと被調査者

　2013 年 ~2014 年の講義時間中，本学作業療法学専攻学

生を対象に質問紙による調査を実施した．有効回答者は

122 名（女性 67 名，男性 55 名，平均年齢 19.49，標準偏差

0.50）を分析対象とした．

2)質問紙

　質問紙は次の手続きにより作成された．ライフスキ

ル，アサーティブについてコンサルティングや企業内研

修を展開する企業が作成した，業務に対する適応性アン

ケート 6)をもとに，作業療法学専攻教員２名の精選によ

り，リハ大学生を対象にした項目の選定を行い，また字

句に修正を加え，仮の学業および大学生活適応尺度を作

成した（35 項目）．この 35 項目に対し，5件法（1 : そうと

は思わない ～ 5 : その通り）で回答を求めた．

3)統計処理

　探索的因子分析（重み付けのない最小二乗法・

Promax回転）

1) 因子分析による尺度項目の分析

　因子分析に先立ち，35 項目について探索的記述統計

により得点分布を確認したところ，下記の質問項目で ,

得点分布の偏りが見られた．①「自分の目指す仕事は社

会的に重要な仕事だと感じている .」(平均値および標

準偏差：4.50 ± 0.06）,②「勉強で困った時には相談で

きる人がいる」(4.09 ± 0.08),③「休み時間や休みは多い

にこしたことはないが ,没頭できることを大切にした

い」(3.64 ± 0.09)

　しかし ,いずれの項目もその内容から ,リハ大学生の

学業および大学生活の適応性について ,関連の可能性が

ある項目と推察された .

　そこでまず項目を除外せずすべての質問項目を以降

の分析対象とした．（結果 ,①③については因子分析過

程で除外された .）

　重み付けのない最小二乗法により初期解を得たが，ス

クリープロットによる因子数の決定は困難であったた

め，探索的因子分析（最小二乗法・Promax回転）を繰り

返し行った．

　その課程で，因子負荷量 0.35 以下の項目，および複数

の項目に 0.35 以上の因子負荷量を示した 13 項目を分析

から除外し，再度，最小二乗法・Promax回転による因子

分析を行った．結果すべての項目が 0.35 以上の因子負荷
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量を示す，22 項目 5因子構造を得た．

　Promax回転後の最終的な因子行列，各因子の寄与，寄

与率，累積寄与率，共通性について Table 1 に，最終的な

スクリープロットを Table1-2 に示す．ちなみに，5因子

で 22 項目の全分散を説明する割合は，53.35%であった．

2) 因子の命名

　第 1因子は，「勉強を通じて能力，人間的な成長の実

感がある」「勉強を通じて感動する機会がある」など，大

学での勉強の積み重ねや，環境に身をおいての，喜び・

達成感・成長感を示す内容であり，『感情・心理因子』

と命名した．

　第2因子は，「課題，目標を自分で立てることができる」

「学ぶことがたくさんあり，自主的に学ぶことが楽しい」

など，学業への自主的・積極的な取り組みの度合いを示

す内容であり，『積極性因子』と命名した．

　第 3因子は，「大学での勉強は自分に合っていると思

う」「自分の長所が発揮できていると思う」など，学業お

よび大学生活が適合しているかどうかに関る学生の感

じ方の程度を示す内容であり，『適合感因子』とした．

　第 4因子は，「勉強で困った時には相談できる人がい

る」「同級生や周りの人から感謝されることがある」な

ど，援助者を含め，周囲との関りの程度を示す内容と考

えられ『他者性因子』とした．

　一方第 5因子は，「感情的にならず目的を達成できる」

「他者からの批判も好意的に受け止めることができる」

など，セルフマネージメントを表す内容と考えられ，『自

己対処因子』とした．

3) 信頼性

　Cronbachのα係数 (Table 2)は第 1 因子でα = .83，

第二因子でα = .81，第 3因子でα = .79，第４因子でα = 

.76，第 5 因子でα = .71 であり，内的一貫性は支持され

たと考えられる．

　各因子の相関性については Table 3 に示す．5因子す

べてが，有意な正の相関を示した．

　「1.感情・心理因子」は ,他のすべての因子と高い相関

性を示していた .その中でも特に ,「2.積極性因子 (r  = 

0.736)」および「4.他者性因子 (r  = 0.663)」との間で極め

て高い相関を示した .積極的・自主的に学業に取り組む

姿勢と ,他者とのつながりを求める姿勢は ,喜びや達成

感などの感情・心理的要因と強く結びついている傾向

を示している .以下推察であるが ,学業への積極性・自

主性は ,学業に対する喜びや達成感を経験していること

で ,より生じやすいことであり ,逆に言うと ,それを経

験する頻度の少ない学生は ,きっかけが生じないと学業

に対する積極性を発揮するようなサイクルに ,なかなか

入りにくいのではないか .また ,他者とのつながりの中

で ,評価されることで ,喜びや達成感は増すものと考え

られ ,喜びや達成感が ,また他者とのつながりを求める

というサイクルに結びつくのではないだろうか .その他

の因子との高い相関性からも ,学業への感情・心理因子

は ,つまりは学業に対するモチベーションという意味合

いで ,基礎となる因子かもしれない .

p
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　前述したように，大学入学者のグローバル化を社会的

背景として，リハビリテーション医療系大学生もその流

れに無縁とは考えられず，一方で目的大学として専門的

な知識，技術を身に付けていくことを必要とされる．こ

の状況において，学生の学業と大学生活適応の程度を客

観的に測定する尺度の開発は，リハビリテーション医療

系大学における教育に今後ますます必要であると考え

られる．

　尺度の信頼性については，一定の成果を得たと考えら

れるが，今後再検査法などを用い，質的精度を上げていく

ことが必要だろう．また，妥当性については，他尺度との

相関分析などの手段で，検討していくことが必要となる．

　リハ大学生を対象としているが ,対象大学が未だ本学

作業療法学生のみである .今後は ,理学療法学生および、

他リハビリテーション大学学生のデータも収集するこ

とが必須である .

　これらは，次回の課題としたい．

1) 文部科学省「平成 25 年度学校基本調査（速報値）の公

表について」（平成 25 年 8 月 7 日）

2) 文部科学省「学生の中途退学や休学等の状況につい

て」（平成 26 年 9 月 25 日）

3) 谷島弘二 : 大学生における大学への適応に関する検

討 . 人間科学研究 27 : 19-27，2005

4) 大久保智生，青柳肇 : 大学生用適応感尺度の作成の試

み . パーソナリティ研究 12 :38 –39, 2003

5) 仙波 浩幸，清水和彦：理学療法専攻学生の精神的健康

度 . 豊橋創造大学紀要 15 : 99-112, 2011-03

6) 株式会社MART ONE(2009) モチベーション・適応ア

ンケート（http://www.martone.co.jp/a/questionnaire.

html）（2015 年 12 月現在）
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Development of the scale of relationship between academic

performance and adaptation skills in university life for the

student of rehabilitation related professions
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Abstract
　Recently about 50 percent of the new graduates from high school enroll to university. However, the 

number of temporary absent or drop out students from university continue to grow up, and it becomes 

a social issue now. Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology states that one of 

the factor of long term absence and dropping out from the university is poor academic performance 

that occurs from educational gap between high school and university . While the students with various 

senses of values are increasing, it’s important to give fixed academic performance for the student 

who try to be a rehabilitation related occupation.The purpose of this study is to develop the scale of 

relationship between academic performance and adaptation skill in university life for the OT students 

of Shijonawate̶gakuen University.122 OT students were involved to answer the 35 questions which 

were selected by 2 OT teachers of the university.As a result of searching factor analysis, 5 factors which 

are consisted by feeling and psychological factor(6 items),initiative factor (6 items),feeling of conformity 

factor(4 items), other related factor(3 items) and self-cooping factors(3 items).The reliability by the 




